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 要 旨 

目的： 

糖尿病に対する飲酒パターンの影響についての知見は一定していない。本研究では、糖

尿病発症への飲酒頻度と飲酒量の影響を検討する。 

 

方法： 

糖尿病のない日本人男性 1650 人を対象とした（糖尿病は空腹時血糖 7.0mmol/L 以上、

HbA1c6.5％以上、または医師の診断した糖尿病）。ベースライン調査にて平均飲酒量、飲

酒頻度と 1 回飲酒量の 12 種類の組み合わせを調査した。糖尿病発症の絶対危険とハザー

ド比を算出した。 

 

結果： 

平均 10.2 年の追跡期間に 216 人が糖尿病を発症した。生涯非飲酒者（153 人）での発

症率は低く（1000 人年対 9.1）、適量飲酒者も低かった（週 99-160g エタノール、1000

人年対 9.0）。1 回飲酒量が多くなるほど、飲酒頻度にかかわらず、糖尿病発症リスクは上

昇した。週 6 回以上飲酒し、1 回飲酒量が 23g エタノール未満の人が、最も発症率が低か

った（1000 人年対 8.5）。1 回飲酒量が 69g 以上の問題飲酒の人は、飲酒頻度に関わらず

発症リスクが高かった（23g 未満にくらべハザード比 1.79, 95%CI 1.17-2.74）。 

 

結論： 

習慣飲酒者では、週 6 回以上で 1 回 23g 未満が糖尿病発症リスクが最も低かった。日

本人男性においては、1 回飲酒量が飲酒頻度よりも重要な糖尿病発症に関する予測因子で

あった。 

 

 


